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研究成果の概要（和文）：申請者らはミスフォールド蛋白質/HLAクラスII複合体が細胞表面に輸送されることを
見出した。さらに種々の膠原病で複合体に対する自己抗体ができることが判明した。今回細胞質内蛋白、Ro52が
IgG/HLAクラスIIと複合体を形成し細胞表面に輸送されることを新たに発見した。このRo52/IgG/HLA-クラスII複
合体に対する自己抗体は、皮膚潰瘍ができやすい抗MDA5抗体陽性無筋炎型皮膚筋炎や、抗ARS抗体症候群患者血
清で約90%の患者に陽性となった。さらに複合体抗体の抗体価の推移は病勢変化と関連し、本複合体が病原性を
有する可能性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：We found that the misfolded protein/HLA class II complex is transported to 
the cell surface and autoantibodies against the complex are produced in various connective tissue 
diseases. We have discovered that Ro52 forms a complex with IgG/HLA class II and is transported to 
the cell surface. This anti-Ro52/IgG/HLA-class II complex antibody was positive in about 90% of 
patients with anti-MDA5 antibody-positive dermatomyositis which are prone to skin ulceration, and 
anti-synthetase antibody syndrome sera. Changes in antibody titers of the complex antibodies were 
associated with changes in disease status, suggesting that this complex may have pathogenic roles.

研究分野： 皮膚科

キーワード： 抗Ro52/IgG/HLA-クラスII複合体抗体　Ro52　皮膚筋炎　抗MDA5抗体　抗合成酵素抗体
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研究成果の学術的意義や社会的意義
原因不明の慢性皮膚潰瘍は患者のQOLが極めて低く、皮膚科医にとっても治療に難渋する疾患の一つである。私
たちは以前原因不明の慢性皮膚潰瘍患者の約３割で抗リン脂質抗体症候群のサブタイプの抗β2GPI/HLA-DR抗体
が陽性であることを発見した。今回それらに加えて皮膚潰瘍を作りやすい抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎患者で新たに
抗Ro52/IgG/HLA-DR抗体が陽性となることを見出した。これらの新たな自己抗体の病原性を明らかにすることは
学術的に重要で、これらに関連した治療法を開発することは社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
下腿や手指・足趾の慢性皮膚潰瘍は皮膚科領域で時々遭遇する治療に難渋する疾患の一つであ
る。しかし特定の人に慢性皮膚潰瘍が発症する原因は未だ解析されてない。最近私たちは原因不
明の慢性皮膚潰瘍患者の 27%において、抗ミスフォールド蛋白/HLA クラス II/複合体抗体の一つ
である抗 HLA-DR/β2GPI 抗体が存在することを見出した。この抗体は抗リン脂質抗体症候群を
感度良く検出する。本抗体を有するが、抗リン脂質抗体症候群の診断基準を満たさない患者は抗
リン脂質抗体症候群の新たなサブタイプを形成すると考えられる。原因不明の慢性皮膚潰瘍の
発症機構を解明し、治療法を解明することは社会的にも急務であると考えられた。 

 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では原因不明の慢性皮膚潰瘍の原因に、抗 HLA-DR/β2GPI 抗体以外の自己抗体が関与
する可能性を考え、新しい自己抗体を見つけ、新たな皮膚潰瘍発症機構を見出すことを目的とし
た。 
(2)研究の過程で Ro52/IgG/HLA-DR が複合体を形成することを見出した。抗 Ro52/IgG/HLA-DR 複
合体抗体が主に一部の皮膚筋炎において上昇することが判明し、それらの患者における本抗体
の臨床的意義を解析した。さらに、抗 Ro52/IgG/HLA-DR 複合体抗体の特異性を解析した。 
 
 
３．研究の方法 
(1)Ro52、IgG、HLA-DR を発現させた細胞を作成し、細胞表面の Ro52 や IgG、HLA-DR の細胞表面
の発現はモノクロナール抗体で染色し確認した。 
 
(2)大阪大学皮膚科以外に大阪大学免疫内科、京都大学免疫内科、金沢大学皮膚科のご協力を頂
き 120 名の皮膚筋炎の患者血清を収集した。その後 120 名の患者を抗 MDA5 抗体、抗合成酵素抗
体、抗 TIF-1γ抗体、抗 Mi-2 抗体の４種類の筋炎特異抗体陽性患者に分類した。これらの患者
血清を用いて複合体抗体の力価をフローサイトメーターを用いて解析した。 
 
(3)その後さらに抗 MDA5 抗体、抗合成酵素抗体患者において、治療前後での血清を収集した。抗
Ro52/IgG/HLA-DR 抗体価が治療経過でどのように変化するかを解析した。 
 
(4)抗 Ro52/IgG/HLA-DR 複合体抗体をリコンビナント Ro52 蛋白で吸収し吸収前後で抗
Ro52/IgG/HLA-DR 複合体抗体価がどのように変化するかを解析した。 
 
 
４．研究成果 
(1)細胞質内蛋白の Ro52 が Fc 受容体活性を有するため、HLA-DR 単独では細胞表面に輸送されな
いが、Ro52,IgG,HLA-DR を細胞に導入することで Ro52/IgG/HLA-DR 複合体を形成し、
Ro52/IgG/HLA-DR が細胞表面に輸送されることが判明した（図１、２）。 

 

図１ 

細胞表面の Ro52 
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図２ 
IgG と Ro52、HLA-DR が会合し 
発現している事が免疫沈降で判明 



(2)さらに抗 Ro52/IgG/HLA-DR 抗体が、皮膚潰瘍を作りやすい抗 MDA5 抗体陽性皮膚筋炎患者や、
抗合成酵素抗体症候群患者で約９割に陽性となることが判明した。抗 Ro52/IgG/HLA-DR 抗体価
の変化は皮膚筋炎の病勢変化と相関しこの抗体がこれらの疾患で病原性に関与する可能性が考
えられた。 

(3) 抗 MDA5 抗体陽性皮膚筋炎患者の抗 Ro52/IgG/HLA-DR 抗体はシェーグレン症候群患者の抗
Ro52/IgG/HLA-DR 抗体と異なり、リコンビナント Ro52 蛋白で吸収されにくい抗体が多く、
Ro52/IgG/HLA-DR 複合体特異的な自己抗体が作られていることが判った。このことより皮膚筋炎
患者では抗 Ro52/IgG/HLA-DR 特異抗体ができて病態と関連している可能性が示唆された。 
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
[Kurumi Katsuda,Noriko Arase,Yukinobu Nakagawa,Atsushi Tanemura,Manabu Fujimoto] 47

 １．著者名

10.1111/1346-8138.15256

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Local and disease control for nasal melanoma treated with radiation and concomitant anti-
programmed death 1 antibody

JOURNAL OF DERMATOLOGY 423-425

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
[Yuma Hanaoka,Atsushi Tanemura,Madoka Takafuji,Eiji Kiyohara,Noriko Arase,Osamu Suzuki,Fumiaki
Isohashi,Kazuhiko Ogawa,Manabu Fujimoto]

47
 １．著者名

10.1111/dth.14714

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The beneficial effect of a PDE4 inhibitor in a patient with juvenile-onset intractable
pityriasis rubra pilaris without CARD14 mutation.

Dermatologic therapy e14714

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
[Emi Inoue,Noriko Arase,Yuma Hanaoka,Atsushi Tanemura,Manabu Fujimoto] 34

 １．著者名

10.1111/1346-8138.15628

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Use of a combination of oral psoralen, ultraviolet A and interferon-γ for the treatment of
mycosis fungoides during pregnancy, which probably evoked CD8+ CD30+ lymphoproliferative
disorder.

The Journal of dermatology e17~e18

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
[Kyoko Tonomura,Eiji Kiyohara,Yuya Nakanishi,Atsushi Tanemura,Noriko Arase,Yukinobu
Nakagawa,Manabu Fujimoto]

48
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1002/art.41410

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The beta(2)-Glycoprotein I/HLA-DR Complex As A Major Autoantibody Target in Obstetric
Antiphospholipid Syndrome

ARTHRITIS & RHEUMATOLOGY 1882-1891

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
[Kenji Tanimura,Shigeru Saito,Mikiya Nakatsuka,Takeshi Nagamatsu,Tomoyuki Fujii,Atsushi
Fukui,Masashi Deguchi,Yuki Sasagawa,Noriko Arase,Hisashi Arase,Hideto Yamada]

72
 １．著者名

10.1016/j.jdermsci.2020.06.011

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Immunohistochemical analysis of rhododendrol-induced leukoderma in improved and aggravated
cases

JOURNAL OF DERMATOLOGICAL SCIENCE 140-143

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
[Masahito Yasuda,Akiko Sekiguchi,Chikako Kishi,Sayaka Toki,Noriko Arase,Aya Takahashi,Fei
Yang,Atsushi Tanemura,Masahiro Hayashi,Yuko Abe,Toshihisa Hamada,Tamio Suzuki,Ichiro
Katayama,Osamu Ishikawa]

99

10.1016/j.alit.2020.04.007

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A case of zonisamide-induced toxic epidermal necrolysis with acute respiratory failure

ALLERGOLOGY INTERNATIONAL 642-644

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
[Miki Kume,Yukinobu Nakagawa,Eiji Kiyohara,Noriko Arase,Mari Wataya-Kaneda,Moto Yaga,Masahiro
Yanagawa,Manabu Fujimoto]

69
 １．著者名

10.1111/1346-8138.15266

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Genotype and phenotype analysis of patients with pediatric cutaneous mastocytosis, especially
wild-type KIT patients

JOURNAL OF DERMATOLOGY 426-429

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
[Noriko Arase,Mari Wataya-Kaneda,Hiroyuki Murota,Yukinobu Nakagawa,Toshifumi Yamaoka,Saori
Itoi-Ochi,Kouyuki Hirayasu,Hisashi Arase,Manabu Fujimoto,Ichiro Katayama]

47
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1002/cia2.12141

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A case of giant porokeratosis coexisting disseminated superficial porokeratosis

JOURNAL OF CUTANEOUS IMMUNOLOGY AND ALLERGY 139-141

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
[Saori Itoi-Ochi,Atsushi Tanemura,Noriko Arase,Manabu Fujimoto] 3

 １．著者名

10.1002/cia2.12097

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Case of X-linked hypohidrotic ectodermal dysplasia, along with facial bilateral reticular
pigmentation

JOURNAL OF CUTANEOUS IMMUNOLOGY AND ALLERGY 41-42

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
[Tomo Kamitani,Noriko Arase,Toshifumi Nomura,Jin Teng Peh,Ichiro Katayama,Mari Wataya-
Kaneda,Manabu Fujimoto]

3
 １．著者名

10.1002/cia2.12134

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Achievement of remission with surgical resection of a lung adenocarcinoma without systemic
treatment in a rare case of anti-TIF1-gamma antibody-positive dermatomyositis

JOURNAL OF CUTANEOUS IMMUNOLOGY AND ALLERGY 117-119

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
[Kyoko Tonomura,Yorihisa Kotobuki,Soichiro Funaki,Kurumi Katsuda,Noriko Arase,Eiji
Kiyohara,Ikuko Ueda,Manabu Fujimoto]

3
 １．著者名

10.1111/1346-8138.15410

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
First case of symmetrical acral keratoderma in Japan with filaggrin mutation who showed marked
improvement in skin manifestations using moisturizer

JOURNAL OF DERMATOLOGY E291-E293

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
[Kazuya Akaji,Noriko Arase,Jin Teng Peh,Eiji Kiyohara,Hiroyuki Murota,Toshifumi Nomura,Manabu
Fujimoto]

47
 １．著者名



2021年

2020年

2020年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1016/j.jdermsci.2019.09.005

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Expression of polydom in dermal neurofibroma and surrounding dermis in von Recklinghausen’s
disease

Journal of Dermatological Science 73～80

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kamitani Tomo、Murota Hiroyuki、Arase Noriko、Wataya-Kaneda Mari、Sato-Nishiuchi Ryoko、
Sekiguchi Kiyotoshi、Okuzaki Daisuke、Motooka Daisuke、Katayama Ichiro

96
 １．著者名

10.1056/NEJMoa1917006.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Trial of Nemolizumab and Topical Agents for Atopic Dermatitis with Pruritus

N Engl J Med. 141-150

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kabashima K, Matsumura T, Komazaki H, Kawashima M; Nemolizumab-JP01 Study Group. 383

 １．著者名

10.1002/cia2.12106

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A case of drug-induced hypersensitivity syndrome due to diaminodiphenyl sulfone complicated by
acute respiratory failure with atypical erythema around existing prurigo

JOURNAL OF CUTANEOUS IMMUNOLOGY AND ALLERGY 45-47

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
[Kazuya Akaji,Noriko Arase,Yukinobu Nakagawa,Atsushi Tanemura,Ichiro Katayama,Manabu Fujimoto] 3

 １．著者名

10.1002/cia2.12159

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A rare case of multiple pyoderma gangrenosum co-mobilized with pseudoxanthoma elasticum

JOURNAL OF CUTANEOUS IMMUNOLOGY AND ALLERGY 71-72

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
[Saki Iga,Atsushi Tanemura,Takumi Kamitani,Madoka Takafuji,Yuma Hanaoka,Noriko Arase,Manabu
Fujimoto]

4
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1016/j.bbrc.2019.02.120

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Transport of cellular misfolded proteins to the cell surface by HLA-B27 free heavy chain

Biochemical and Biophysical Research Communications 862～868

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yorifuji Hideki、Arase Noriko、Kohyama Masako、Hirano Toru、Suenaga Tadahiro、Kumanogoh
Atsushi、Arase Hisashi

511
 １．著者名

10.1016/j.jdermsci.2019.06.009

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Autoantibodies detected in patients with vitiligo vulgaris but not in those with rhododendrol-
induced leukoderma

Journal of Dermatological Science 80～83

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Arase Noriko,Tanemura Atsushi,Jin Hui,Nishioka Megumi,Aoyama Yumi,Oiso Naoki,Matsunaga
Kayoko,Suzuki Tamio,Nishigori Chikako,Kawamura Tatsuyoshi,Shimizu Tadamichi,Ito Akiko,Fukai
Kazuyoshi,Abe Yuko,Yang Lingli,Tsuruta Daisuke,et al

95

10.1111/1346-8138.15050

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Rare case of Leydig cell tumor with type I diabetes mellitus causing female pattern hair loss

The Journal of Dermatology -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Fukuda Miki、Arase Noriko、Otsuki Michio、Kuritani Kentaro、Hijiki Sachiko、Nojima Satoshi、
Katayama Ichiro、Terao Mika、Inui Shigeki、Fujimoto Manabu

46
 １．著者名

10.1111/1346-8138.15077

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Case of epidermolytic ichthyosis with impairment of pulmonary function and exacerbated skin
manifestations in a late middle‐aged adult

The Journal of Dermatology -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Maekawa Aya、Arase Noriko、Tamai Katsuto、Nomura Toshifumi、Kiyohara Eiji、Wataya‐Kaneda
Mari、Arase Hisashi、Katayama Ichiro、Fujimoto Manabu

46
 １．著者名



2019年

2020年

2018年

2023年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1111/1346-8138.16772

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Age distribution and prevalence in different age groups of four myositis‐specific
autoantibodies, including anti‐ARS, anti‐MDA5, anti‐Mi‐2, and anti‐TIF1γ antibodies

The Journal of Dermatology in press

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ueda‐Hayakawa Ikuko、Tonomura Kyoko、Maekawa Aya、Kaneda Emi、Arase Noriko、Fujimoto Manabu Epub ahead of print

 １．著者名

10.1111/bjd.15571.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Novel autoantibody against the β2-glycoprotein I/human leucocyte antigen-DR complex in
patients with refractory cutaneous ulcers.

Br J Dermatol. 272-275

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Arase N, Tanimura K, Jin H, Yamaoka T, Kishibe M, Nishioka M, Kiyohara E, Tani M, Matsuoka S,
Ohmura K, Takasugi K, Yamamoto T, Murota H, Arase H, Katayama I.

178
 １．著者名

10.4236/jcdsa.2020.102006

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Asian Case of Metastatic Melanoma in Which a Complete Response Was Maintained after
Discontinuation of Dabrafenib and Trametinib

Journal of Cosmetics, Dermatological Sciences and Applications -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Rikako Deno, Atsushi Tanemura, Madoka Takefuji, Yuma Hanaoka, Eiji Kiyohara, Noriko Arase, Mari
Wataya-Kaneda, Manabu Fujimoto

10
 １．著者名

10.1093/intimm/dxz010

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
FcγRIIIA-mediated activation of NK cells by IgG heavy chain complexed with MHC class II
molecules

International Immunology 303～314

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Shimizu Yuta、Kohyama Masako、Yorifuji Hideki、Jin Hui、Arase Noriko、Suenaga Tadahiro、Arase
Hisashi

31
 １．著者名



2023年

2023年

2023年

2023年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
皮膚筋炎における抗Ro52/IgG/HLA-DR複合体抗体の意義

皮膚科 73-81

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
荒瀬規子 3

 １．著者名

10.1002/cpt.2851

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Mitigating Drug Target Drug Complexes in Patients With Paroxysmal Nocturnal Hemoglobinuria Who
Switch C5 Inhibitors

Clinical Pharmacology &amp; Therapeutics 904～915

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Nishimura Jun‐ichi、Soubret Antoine、Arase Noriko、et. al. 113

 １．著者名

10.2340/actadv.v103.4550

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Aggressive Squamous Cell Carcinoma in a Case of Epidermodysplasia Verruciformis Carrying a TMC6
Splice-site Mutation

Acta Dermato-Venereologica in press

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yokoi Kazunori、Arase Noriko、Shimbo Takashi、Fujimoto Manabu、Tanemura Atsushi 103

 １．著者名

10.1111/1346-8138.16743

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A case of erosive pustular dermatosis of the scalp following bullous pemphigoid in a
hematopoietic stem cell transplant recipient

The Journal of Dermatology in press

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yamashita Chigusa、Arase Noriko、Fukushima Kentaro、Ueda‐Hayakawa Ikuko、Tonomura Kyoko、
Tanemura Atsushi、Sakai Hiroshi、Fujimoto Manabu

Epub ahead of print
 １．著者名



〔学会発表〕　計22件（うち招待講演　1件／うち国際学会　1件）

2021年

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第51回日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大会

The 50th Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology

The 46th Annual Meeting of the Japanese Society for Investigative Dermatology

第84回日本皮膚科学会東部支部学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yafei Liu, Wataru Nakai, Noriko Arase, Masako Kohyama, Hisashi Arase

Yukinori Okada, Toshihiro Kishikawa, Noriko Arase, Shigeyoshi Tsuji, Yuichi Maeda, Takuro Nii, Jun Hirata, Ken Suzuki,
Kenichi Yamamoto, Shiro Ohshima, Hidenori Inohara, Atsushi Kumanogoh, Manabu Fujimoto

赤路和哉、荒瀬規子、Peh Jin Teng、清原英司、室田浩之、乃村俊史、藤本　学

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

DPP-4阻害薬服用中に発症した抗α6β4インテグリン抗体陽性水疱性類天疱瘡の1例

An infectivity-enhancing site on the SARS-Cov-2 spike protein targeted by antibodies

Plasma metabolome-wide analysis in Japanese identifies potential biomarkers of psoriasis and clinical subtypes

ヘパリン類似物質が奏功した symmetrical acral keratoderma の1例
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